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　な議蒙

み
し
か
夜
の
い
つ
し
か
更
げ
て
此
処
ひ
と
つ

あ
け
た
る
窓
に
風
の
寄
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

翼
像
融
に
は

遊
び
に
窃
い
で
よ

　
　
　
　
　
　
1
牧
水
公
園
1

　
牧
水
公
園
の
整
備
も
ほ
ぼ
完
了
し
＼
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
鶴
野
内
保
育
園
の
園
児
た
ち
）

【
主
な
施
設
】

キ
ャ
ン
プ
場
・
埠
谷
川
河
n
プ
ー
ル
・
貸

コ
テ
ー
ジ
・
□
⊥
フ
ー
す
べ
り
台
・
テ
ニ

ス
］
ー
ト
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
・
バ
ク

ー
ゴ
ル
フ
場
・
牧
水
庵
（
う
ど
ん
・
そ
ば
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨
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現
在
、
河
川
等
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
主
な
原
因
は
、
未
処
理
の
ま
ま
家
庭

の
台
所
や
浴
室
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
き
れ
い
な
水
質
を
守
り
、
後
世
へ
引
き
早
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
て
す
，

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り
、
農
村
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
農
業

用
水
の
汚
濁
を
防
止
し
、
私
た
ち
か
安
心
し
て
利
用
て
き
る
河
川
つ
く
り
か
推
進
さ
れ
ま
す
。

農
業
集
落
排
水

　
　
　
　
　
事
業
と
は
…

　
農
村
地
域
の
し
尿
及
ひ
雑
排
水
等

の
処
理
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
並

ひ
に
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
併

せ
て
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
て
す
、

　
今
、
農
業
用
水
や
河
川
を
最
も
よ

こ
し
て
い
る
、
台
所
・
洗
面
所
・
風

呂
等
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い

に
処
理
し
て
自
然
に
返
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
し
尿
も
処
理
て
き
る
た

め
、
個
別
浄
化
槽
な
し
に
ト
イ
レ
を

水
洗
化
て
き
ま
す
．

　
而
水
は
別
途
排
水
し
、
重
金
属
等

の
有
害
物
質
を
含
む
工
場
廃
水
は
取

り
込
め
ま
せ
ん

小
野
田
地
区

　
　
　
　
　
　
を
対
象
に
…

鶴
野
内
地
区

　
今
回
の
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
小
野
田
地
区
と
鶴
野
内
地

（

慌
て
す
．
．
集
落
の
密
集
陛
及
ひ
経
済

陛
を
基
に
検
討
し
た
桔
果
、
こ
の
両

地
区
を
接
続
さ
せ
一
箇
所
の
汚
水
処

理
施
設
て
対
応
す
る
予
定
て
す
。

宅
地
内
配
管
等
は

　
　
　
自
己
負
担
で
…

　
事
業
費
は
、
地
方
債
を
財
源
と
し
、

地
力
交
付
税
措
置
か
な
さ
れ
ま
す
．
．

　
た
た
し
、
宅
地
内
配
管
及
ひ
ト
イ

レ
等
の
改
修
費
は
、
各
家
庭
の
自
己

負
担
て
す
．
．

　
ま
た
、
実
際
に
汚
水
処
理
を
開
始

し
た
銭
占
、
か
ら
使
用
料
か
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
料
は
、

今
後
検
討
さ
れ
使
用
料
条
例
か
設
け

ら
れ
ま
す
．
．

平
成
十
二
年
度
に

　
　
　
　
　
完
成
予
定
…

　
事
業
は
、
今
年
度
具
体
的
な
計
画

を
策
定
し
、
平
成
八
年
度
か
ら
着
工
、

五
年
後
の
平
成
十
二
年
度
に
完
成
す

る
予
定
て
す
。

美しい川がよみがえり

　　　メダカやホタルが帰ってきます
’

公共ます

確，
等

甲　　　σ拓ンホール
公道

起点マンホール
／

幽●優

新築予定家屋

点マンホール

臓
鄭
嶽
禦

管路

趨◎
レ

G
・

公共ます
接合ます

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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地
区
代
表
者
か

　
　
　
　
　
視
察
研
修

　
小
野
田
地
区
と
鶴
野
内
地
区
の
各

組
合
百
と
推
進
員
（
各
組
合
一
名
）

及
ひ
処
理
施
設
予
定
地
関
係
者
か
、

　　
｣職

他
の
地
区
は

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推
進
し
ま
す

　
小
野
田
地
区
、
鶴
野
内
地
区
以
外

の
地
域
は
、
集
落
か
点
在
す
る
た
め
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
対
象
と
し
な

い
て
、
各
戸
毎
に
し
尿
と
生
活
雑
排

水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
　
の
性
能
は
…

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は
、
法

律
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
汚
れ
の
指
標
て
あ
る
B
O
D
（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
除
去
率
か

90

嶋
ﾈ
上
、
放
流
水
の
B
O
D
は
2
0

㎎
／
2
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
公
共
下
水
道
と
同
レ
ヘ
ル
の
性
能

て
す
。

　
生
活
排
水
中
の
B
O
D
は
、
一
人

一
日
当
た
り
4
0
9
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
、
合
併
処
理
浄
化
槽
て
処
理
す

る
と
こ
の
細
れ
か
わ
す
か
4
9
と
な

り
単
独
処
理
浄
化
槽
の
⊥
8
に
な
り

ま
す
。補

助
金
を

　
　
　
　
交
付
し
ま
す

　
町
内
に
在
住
し
て
い
る
者
て
、
住

宅
に
十
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
者
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
．

　
こ
の
補
助
金
は
家
屋
を
新
築
す
る

場
合
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
者
、
車
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化

槽
へ
変
更
し
て
設
置
す
る
者
、
ま
た

は
現
在
汲
み
取
り
の
便
所
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
改
造
設
置
す
る
者
に

対
し
て
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
て
す
。

浄
化
槽
は

　
維
持
管
理
が
大
切
で
す

　
せ
っ
か
く
浄
化
槽
を
設
置
し
て
も

継
持
管
理
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
処

理
効
果
は
現
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
て
、
定
期
的
に
保
守
占
、
検
、

清
掃
、
水
質
検
査
を
す
る
よ
う
法
律

て
設
置
者
に
義
務
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

町
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
た
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
椎
持
管

理
に
必
要
な
費
用
の
約
半
分
を
補
助

金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

＊
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
は
農
政

課
、
合
併
処
理
浄
化
槽

に
つ
い
て
は
住
民
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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エデ抄＠

一盗♂ハ〃∠e 二’16ぐ葱1，

　今年の8月18日をもって、国際交流員のエデル・クイーンが2年間の任期を終え帰国することに

なりました。

　そこで、最終回に当たる今回は、エデルと2年間机を並べて仕事をした星野真由美さんとで2年間

の思い出をふり返ってもらいました。

〔星野〕国際交流員が派遣されて来ると聞いた時は＼

　　　言葉の違い，また、国の違いによる感覚のす

　　　れなど一緒「こ仕事をする上で，多少の不安が

　　　ありま4たが．エチルはどうでした。

江デノ〕更郷町と決まって、ます地図を見て更郷町の

　　　下話を確認しました。生事をする上での不安

　　　はありませんでしたが、電車などが通っで．㍉

　　　ないので，交通の便が不安でした。

〔星野〕　この2年間に私は、結婚して姓が黒本から星

　　　野に変わりま4たがエチルはそちらの予定は

　　　あζ）ませんか。

江デの今のところはありません。ただし、アイルラ

　　　ンドでは結婚しても姓を変えるかどうかは．

　　　自分の選択にまかぜられます。昔は天の姓を

　　　名乗ることになっていたみたいですが。

　　　　結婚式もだいぶ違います。真由美さんの結

　　　婚式にも出席させていただきましたが、短い

　　　時間に何回もお色直しをするので花嫁さんは

　　　大変だと思いました。アイルランドでは、り

　　　二二かけて行われます。遠くから来る友人や

　　　親ぜきと語らいながらお祝いします。

〔星野〕　今後の予定は。

〔エテ1レ〕アイルランドに帰り、／年間大学で学ぶか，

毒
婁
窒
・
妥
茎
・
董
・
ぎ
ダ

仕事をするか迷っで．、ます。しかし＼その後

はオーストラリアで仕事をしたいと思ってい

ます。また、機会があったら短期闘でも日本
こも来たいです。　　　　　　　　　　　　　｝毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯

〔星野〕　三郷町でやり残ゾだこと、また更郷町の玉際

　　　交流の取り組み「こついての感悪があれば聞か

　　　ぜてください。

警
『
占
蓼
層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜
〔エデし〕期限が隈られているので課方ないことてすが　3

華臨画響1
　　　　更一こ翻したいことは・玉際交流を極

　　　畿瓢脱三雲ξ即つ菟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壽

〔星野〕　2年間という短い付き合いでしたが＼これか　籍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，
　　　らも、世界を所狭しと飛び廻って活躍するエ

　　　テルを同じ女性として緬援した〔、、と愚、、ます。

　　　　〔エラ㌃〕星野さん、それからいつもやさレく声をかけ

　　　　　　　　てくださった出郷町のみなさん、2年閤あり

　　　　　　　　がとうございました。

．欄薩翻拶畷鴨翻轟《

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

新収入役に
　　　　　　里

　　　　　　’0●、 木一 希氏（53歳）

　東村吉市前収入役が6月30日をもって任期満了となり、その後任に7

月1日付けで黒木一希氏（前総務課長）が35代目の収入役として就任し

ました。

　黒木収入役は、迫野内出身で53歳。

・
平
成
元
年
羅
綾

・
平
成
四
年
四
月

・
平
成
七
年
四
月

企
画
財
政
課
長

福
祉
生
活
課
長

総
務
課
長

昭
和
六
十
三
年
四
月
　
税
務
課
長

昭
和
三
十
五
年
十
月
　
東
郷
村
役

場
入
庁

昭
和
六
十
二
年
四
月
　
開
発
整
備

課
参
事

黒
木
収
入
役
の

　
　
主
な
経
歴

　　　　　　　」獺どう；”り④1

　
私
、
こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
収
入

役
に
選
任
を
い
た
だ
き
、
七
月
一
日

付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ

り
浅
学
非
才
な
身
で
力
不
足
で
ご
ざ

い
ま
す
が
誠
心
誠
意
つ
と
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
与
え
ら
れ
た
任
期
四
年
間
、
収
入

役
の
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
は
勿
論
、

町
三
役
の
一
員
と
い
う
立
場
か
ら
町

政
発
展
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

専
心
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
指
導
ご

鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

’

面
諭
発
展
の

　
　
た
め
に

　
私
は
終
戦
の
混
乱
と
厳
し
い
生
活

が
続
く
昭
和
二
十
二
年
に
役
場
に
奉

職
、
以
来
町
民
の
方
々
に
は
言
葉
に

尽
く
せ
な
い
ご
懇
情
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
戦
後
の
不
況
は
長
く
、

働
い
て
も
税
の
滞
納
は
累
積
す
る
等

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
り
、
税
務
課
職

員
と
し
て
職
務
執
行
上
の
辛
い
思
い

等
今
で
も
心
か
ら
消
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
収
入
役
三
期
の
任
を
終
え
た
今
、

今
日
の
東
郷
町
の
豊
か
さ
は
戦
後
の

苦
難
に
耐
え
、
黙
々
と
し
て
働
い
て

こ
ら
れ
た
こ
の
方
達
の
お
か
げ
で
あ

る
と
、
当
時
を
偲
び
感
謝
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
退
任
後
も
町
の
活
性
化

に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
永
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前十
三情
役

東港

国

士口

市

二
期
（
十
二
年
間
）
の
任
期
を
終
え
て

皆
様
の
ご
厚
情
に
感
謝

　
七
月
一
日
付
で
、
町
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

o
課
長
級

総
務
課
長
　
矢
野
昌
明
（
議
会
事
務
局
長
）

議
会
事
務
局
長
寺
原
弘
勝
島
民
課
長
）

住
民
課
長
　
川
越
洋
（
総
務
課
長
補
佐
）

o
課
長
補
佐
級

総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
　
矢
野

続
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）

企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長

山
田
重
男
（
農
政
課
農
政
係
長
）

鶴
野
内
保
育
園
副
園
長
　
伊
東
ヒ
ロ

ヨ
（
坪
谷
保
育
園
主
幹
兼
主
任
保
母
）

総
務
課
付
主
幹
　
新
名
弘
代
（
鶴
野

内
保
育
園
副
園
長
）

o
係
長
級

農
政
課
農
政
係
長
　
三
浦
練
一
（
農

政
課
振
興
係
）

　
五
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
、

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
3
2
2
、
0
9
5
円

　
去
勢
平
均
　
3
6
8
、
1
0
9
円

最
高
額

　
雌
部
　
福
永
マ
ス
ミ
ふ
く
ひ
ら
号

　
　
　
　
　
　
5
3
6
、
0
0
0
円

　
去
勢
部
　
福
永
マ
ス
ミ
　
永
宝
号

　
　
　
　
　
　
5
4
9
、
0
0
0
円

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

寺
迫
地
区
）

　
雌
平
均
　
　
2
8
6
、
7
3
6
円

　
去
勢
平
均
　
3
9
9
、
0
8
5
円

最
高
額

　
雌
部
海
野
直
み
ど
り
号

　
　
　
　
　
　
4
0
2
、
0
0
0
円

　
去
勢
部
　
黒
木
勝
行
　
明
男
号

　
　
　
　
　
　
4
4
2
、
0
0
0
円

町
職
員
人
事
異
動

興
⊃
「

も

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　　　　　　　鵜8ご’り⑥

禦まち。～アルバム灘

偏
」●

零
7

曾

／敷とも寺迫がv3

　　　　　　一公民館対抗バレーボール大会一
　6月18日日

　自治公民館連絡協議会主催による公民館対抗バレーボ

ール大会が町中央公民館を中心に開催されました。

　各試合とも熱のこもった戦いが展開されましたが、結

果は寺迫公民館が男女とも3年連続の優勝を飾りました、

o男子の部　　　　　　　　o女子の部

　優　勝　寺迫公民館　　　　　　　優　勝　寺迫公民館

　準優勝　坪谷公民館　　　　　　　準優勝　坪谷公民館

　3位鶴野内・越表公民館　 3位鶴野内・迫野内公民館

■－］［■＝－＝【■＝【】【－－】一】「＝］【

｝　
互

｝　 　操法大会は第8部（鶴野内）

6月25日1日il　　がV3
◎

　町消防操法大会が牧水公園駐車場で開催されました。

当日は、はげしい雨の降る悪いコンディションでしたが

各操作員とも日頃十分頃訓練を重ねているだけあって、

特に目立ったアクシデントはなかったようです。

　結果は次のとおりてす，

　　優　勝　第8部！鶴野内ナ

　　準優勝　第3部〔迫野内〕

　　3　位　第1部〔小野田｝
欄願嘲賜圏■■髄臨一一一＿＿

　
π一＝【■■」【

　
n

畿驚薩ト
雑

●

　
、
，
灘
3

婁
．
．

　
壮
士

麟
点

・

田口

曝
暗
　

一『－．－－＝■＝】＝【－］【】［】【－－－】＝画一－－】E－－．】【一－－＝

　　　宜野湾市にも「幾山河…」

遡　今年は、宜野湾市と姉妹都市を締結して10周年を迎え

ますが、これを記念して宜野湾市海浜公園の一角に牧水

の歌碑が建てられ除幕式が行われました．

　式典には、本町から町長・議長・収入役・教育長が出

席し、学童疎開者代表の宮城清康さんが一更に永遠の平

和を願い、東郷町との友好の絆を大きくしたい一とあい

さつしました。

　また、8月に開催される羽衣まつりには、鶴野内の臼

太鼓組が宜野湾市を訪れ臼太鼓踊りを披露することにな

っています．

－．■】一－－ーコ［【■－．■．－．－m－■　　　　　　　　　】【－．－－］［】【＝【－■－－　　　　　　　　　　　　　－－

　　　　　　　　　　　　錦鯉1，000匹放流

　　　　　　　　　　　　　　　一坪谷川河川プール開き一
　　　　魂；ユ幽

　牧水公園の河川プール開きでは、安全祈願のあと町内

の保育園・幼稚園児72名により錦鯉1，000匹が坪谷｝11に

放流されました．

　あいにくこの日は、数日降り続いていた雨の影響で水

量が多く、また水温も低いことから水の中には入らない

プール開きとなり園児にはちょっと残念でした．

♪づ

ζ『継

★回報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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ﾞ
須
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@　
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@
郷

と
東

　　
@　
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@　

@
る

　　
@　

@
愚

強
靭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
一

匿

，

メ
子
さ
ん
（
5
・
歳
）

．
・
亀

。
出
身
地

　
八
重
原

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
九
年
八
月
十
八
日

目
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
田
村
壽
士
さ
ん
（
兄
）

O
現
在
の
住
所

　
門
川
町
本
町

　
門
川
町
に
は
東
郷
町
出
身
者
が
約

九
十
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
、
今

年
の
初
め
、
元
門
川
町
役
場
勤
務
の

寺
原
達
会
長
さ
ん
を
筆
頭
に
東
郷
町

人
会
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
急
な
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
二
十
名
が
参
加
し
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
自
慢
で
き
る
ふ

　
耳
川
の
水
域
は
澄
み
き
っ
て
い
て

勢
い
が
よ
く
、
川
幅
の
広
さ
に
印
象

が
あ
る
の
で
す
が
、
今
で
は
昔
よ
り

も
汚
れ
が
目
立
ち
川
の
流
れ
ま
で
も

変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
で
も
、
実
家
に
向
か
う
途
中
に
は
、

左
右
の
美
し
い
景
色
を
な
が
め
な
が

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
直
配
な
し
☆
★

「
山
学
校
」
も
懐
し
い
思
い
出

　
門
川
に
居
住
し
て
三
十
年
が
た
ち

ま
し
た
。
細
々
な
が
ら
㈲
ア
イ
C
奈

須
を
店
名
に
眼
鏡
、
時
計
、
補
聴
器

の
小
売
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
御

用
の
節
は
電
話
一
本
で
お
伺
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い
思
い
出
ば
か

り
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
実
家
は
、

八
重
原
地
区
の
中
で
も
集
落
か
ら
少

し
離
れ
て
い
て
、
小
さ
い
頃
は
ラ
ン

プ
生
活
で
し
た
。
小
学
校
の
帰
り
に

ラ
ン
プ
の
燃
料
を
買
い
に
山
陰
ま
で

歩
い
て
行
か
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
小
学
校
二
年
生
の
時
、
す
ぐ
上
の

姉
と
一
つ
年
下
の
隣
の
伊
東
広
君
と

三
人
で
登
校
中
、
旧
八
重
原
橋
の
そ

ば
仁
心
た
ら
、
何
を
思
っ
た
の
か
「

る
さ
と
で
あ
っ
て
欲
し
い

ら
何
と
な
く
の
ど
か
な
気
持
ち
に
な

り
、
鼻
唄
ま
じ
り
で
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
事
で
す
。

　
自
然
を
大
事
に
残
し
な
が
ら
、
良

く
な
っ
た
道
路
事
情
を
生
か
し
て
他

の
入
行
町
村
に
負
け
な
い
イ
ベ
ン
ト

が
あ
れ
ば
な
あ
と
思
い
ま
す
。

も
う
学
校
行
か
ん
も
か
い
一
と
言
う

こ
と
に
な
り
、
橋
の
被
に
隠
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に
通
う

に
も
約
一
時
間
か
か
り
ま
し
た
の
で
、

子
供
な
が
ら
に
よ
だ
き
く
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
学
校

に
は
し
っ
か
り
ば
れ
て
、
通
信
簿
に

「
山
学
校
一
日
」
と
記
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
懐
し

い
思
い
出
で
す
。

　
　
　
＜
旧
八
重
原
橋

∠／　
ま
た
、
東
郷
町
も
門
川
町
と
同
じ

で
、
隣
の
日
向
市
に
入
口
が
流
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
、
自
慢
で
き
る
ふ
る

さ
と
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

罫巧一噸箔「迄琳細思一

手
折
ら
ね
ば
香
り
放
た
ぬ
ド
ク
ダ
ミ

　
の
路
辺
に
咲
き
で
胡
蝶
に
似
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

待
ち
待
ち
し
孫
の
結
婚
子
と
出
で
し

　
雨
天
の
機
上
に
羽
田
へ
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

人
の
世
の
悩
み
尽
く
れ
ば
天
国
に

　
召
さ
る
る
日
ぞ
と
心
戒
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

塀
に
そ
い
赤
紫
映
ゆ
サ
フ
ィ
ニ
ア
の

　
風
に
廃
く
を
見
つ
つ
歩
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

空
港
を
飛
び
立
つ
迄
の
待
つ
間
に
も

　
無
事
な
着
地
を
ひ
た
す
ら
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

葉
桜
の
蔭
に
茶
を
摘
む
吾
が
片
方

　
五
月
の
風
は
薫
り
て
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

蔓
薔
薇
を
ア
ー
チ
に
く
み
た
る
石
垣
の

　
花
を
見
に
来
し
奥
野
の
館

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

生
茂
る
炎
天
の
山
刈
り
進
み

　
喘
げ
る
時
を
山
椒
勾
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

小
原
バ
ラ
苗
木
移
し
て
三
と
せ
な
り

　
丹
精
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

五
十
年
の
時
を
還
し
て
老
い
我
等

　
軍
艦
旗
掲
げ
停
ち
尽
く
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
僑
口
録
司

移
さ
れ
て
六
十
五
年
下
し
家
の

　
取
り
壊
さ
る
る
を
拝
が
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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　　▼題「プールあそび」

購票…馨審叢聖こ）デ

騰／・傘廊ゑ
　
　
　
　
フ
　
ぼ
ジ
ひ

～
　
　
・
，
弩
y

㌃
・
山
彦
誓
摂
ほ
碁
y

ヒ
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
つ
　
　
　
『
　
r
評
　
　
　
…

　　《梅ゲ喚
　　4　　撃’

　　　腕

　　　漣竪　　　　　　　へっ　
　　　　　　　馨
　〆

＜▼’

　　　　田野の

　川原卓也くん5歳．

父：川原洋信さん

母：　　寿代さん

O好きな食べ物は何ですか？

　カレーライス

○好きな遊びは何ですか？

　ド・チ’ボール

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ド・ヂ弾平

　＼＿一一 　　　小野田の
畝原　渚ちゃノ、5歳

父：畝原昭彦さん

母二　喜代美さん
O好きな食べ物は何ですか？

　スイカ

○好きな遊びは何ですか？

　お絵書き

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ケーキ屋さん

鎧
暫
、

O

奢
‘
．
モ
ξ
．
書
，
一
！
唖
丁
童
ノ
’
ξ
艮
｝
ヒ
～
一

獄門
唐俸㍗

’

鞍、

誕ソ痴＿＿」

、
轡
、
一

　 チ／範、

▲題「プールあそび」

・
T
Y
予
・
Y
・
T
Y
・
丁
γ
・
Y
・
Y
・
γ
Y
・
γ
Y
・
丁
γ
丁
γ
丁
γ
7
・
丁
γ
Y
・
γ
T
Y
・
T
T
・
T
Y
・
丁
γ
・
Y
・
ヤ
予
・
T
Y
予
．
Y
．
7
．
7
．
Y
．
7
．
Y
．
Y
．
Y

街噛例題
地域環境保全

　　　　功労者表彰

　　　　　草花愛好会一

　町草花会は、昭和60年設

立以来国道・公共施設等の

花壇整備に取り組んでいま

すが、今回こうした活動が

評価され県から地域環境保

全功労者表彰を受けました。

　現在は、那須浅之さんを

会長に会貝は小林勝己さん、

寺原郁夫さん・八重子さん、

木村喜一さん、那須マユミ

さんの6名で構成されてい

ます。

’

圖
回
回
回
覧
0

S
D
カ
ー
ド
…
お
持
ち
で
す
か
…

　
最
近
、
S
D
カ
ー
ド
の
人
気
が
沸

騰
し
て
い
ま
す
。

　
S
D
カ
：
ド
は
、
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
運

転
経
歴
証
明
書
・
無
事
故
無
違
反
証

明
書
を
申
し
込
ま
れ
た
際
、
証
明
書

に
添
え
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
．
、

　
カ
ー
ド
地
獄
と
か
い
わ
れ
て
い
る

昨
今
、
無
責
任
な
カ
ー
ド
利
用
者
が

増
加
し
借
金
で
首
の
回
ら
な
い
人
が

多
い
中
で
、
S
D
カ
ー
ド
は
借
金
と

は
縁
の
無
い
貴
方
の
光
で
す
、

　
S
D
カ
ー
ド
は

☆
安
全
運
転
者
の
証
明

☆
働
く
職
場
の
誇
り

☆
優
良
運
転
者
表
彰
を
受
け
る
際
の

　
証
明
書

の
外
に

C
ホ
テ
ル
の
宿
泊
代
が
割
り
引
き
さ

　
れ
る
、

◎
ガ
ソ
リ
ン
が
割
り
引
き
さ
れ
る
．
．

◎
自
賠
責
保
険
が
割
り
引
き
さ
れ
る
。

等
の
優
遇
を
す
る
企
業
が
新
聞
等
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
S
D
カ
ー
ド
の
お
申
し
込
み
方
法

は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
宮

崎
県
事
務
所
・
最
寄
り
の
警
察
署
・

交
番
駐
在
所
等
に
申
し
込
み
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
企
業
等
の
一
括
申
請
の
方

法
も
あ
り
ま
す
。
手
数
料
は
一
通
に

つ
き
七
百
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
一
久
保
）

か
す

分
ま

ぐ
　
　
、

無事故・無違反の期間力

るように色分けされてし

若草色

色
　
色
　
色

染
　
銀
　
金

1年以上

2～3年

4～9年

10年以上
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曜恥枇う

で早期発見をノ

乳
が
ん
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト

乳がん憶『讐
　
乳
が
ん
は
他
の
が
ん
と

は
違
い
、
自
分
で
乳
房
を

見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
『
自
己

検
診
』
で
早
期
発
見
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
月
一
回
の
ベ
ー
ス
で
自

己
検
診
す
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
．
．

　
ま
た
、
集
団
検
診
も
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

乳がんの5年生存率
　…．　　…．．こ夏三足三‘乙．

100％

　　　95．5％

　　　　　　89．5％

早期発見ほと
ノ台りカ｛し、し、

　乳がん

52．7％

63．0％

医療機関名 電話番号 対象者 料金 診　　察　　　日　　時
浦上内科外科医院曽根町1 52－2936 月曜日～土曜日（木・土は午後休み）
大久保外科胃腸科医院（・・1 52－5338 月曜日～金曜日
甲斐外科医院財光寺〕 53－5000 月曜日～金曜日　土曜日は午前中
千代田病院　（鶴町） 52－7111 月曜日～金曜日　土曜日は午前中
永田産婦人科医院．鶴町 52－3388 月～金は14：00～18：00　土は14：00～15：00

二木医院（財光寺） 54－4468

30

ﾋ
以
上

4
0
0
円

火曜日～金曜日
三股病院　（美々津町） 58－OO34 月曜日～土曜日〔木・土は午後休み）
康田産婦人科医院泳江町・ 53－7788 月曜日～土曜日
和田病院　（向江町） 52－0011 月曜日～金曜日の午前中
日向病院　〔門川町） 63－1321 月曜日一金曜日の午前中

東郷町国民
注N保険病院

69－2013

U9－2984
30才以上

☆常驚馨診査と併診して　無料費痩医早署全舞希望により　400円

月曜日～金曜日の午前中

「
四
脚
圏
駒
門
閥
図
”
瞬
図
困
阿
脚
餉
一
門
髄
髄
蝦
鯛
脚
髄
脚
髄
鱒
日
脚
髄
”
”
圏
図
”
脚
図
脚
騰
図
困
圏
図
凶
髄
図
囲
網
脚
岡
鯛
脚
脚
一
鱒
一
閃
一
の
脚
図
隈
貿
』
闘
圏
脚
h
一
囲
一
鯛
醐
”
闘
圏
”
髄
圏
図
齢
階
”
闘
欝
脚
困
圏
図
”
國
脚
囲
髄
卿
囲
翻
図
髄
髄
図
齢
脚
図
”
圏
図
脚
隠
囲
閃
闘
図
困
闘
図
【
髄
脚
脚
一
【
圏
脚
”
脚
髄
齢
隣
図
四
圏
】
”
」

国

検診

　
基
本
的
に
は
、
自
己
検
診
の
可
能

な
乳
が
ん
で
す
が
、
や
は
り
専
門
の

医
師
に
よ
る
が
ん
検
診
が
早
期
発
見

の
鉄
則
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

実
施
期
間
　
8
月
1
日
～
1
2
月
2
0
日

　
　
　
　
（
日
曜
・
祭
日
を
除
く
）

実
施
医
療
機
関
　
下
記
の
と
お
り

注
意
事
項

●
検
診
料
4
0
0
円
が
必
要
で
す
。

　
（
7
0
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

●
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
精
密
検
査
時
に
必
要
）

曜日～金曜日の午前中 O　　　　I

期　　　期

　II　　　　m　　　　　Ill

　A　　　　　A　　　　B

　期　　　期　　　期
責料：「がんの統計1993」より

国墨謬隅温温凶置置置皿国瑞胤国一陣温凶隅偶置

⑳

◆実施医療機関一覧表

歯科医師会だより
芦
髄
…
：
：
：
i
…
i
”
ー
ー
隔
胴
囲
胴
…
：
…
圏
…
：
一
冨
…
脚
ー
ー
：
：
i
…
一
喝
…
図
一
…
：
：
ー
ー
闘
國
脚
一
闇
闘
岡
一
i
…
：
i
”
一
瞬
…
し

　
自
分
に
あ
っ
た
具
合
の

よ
い
入
れ
歯
は
ず
っ
と
使

い
続
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
こ

と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

か
、
そ
ん
な
お
話
し
を
し

ま
す
。

　
人
間
の
体
は
年
を
取
る

に
従
っ
て
顔
に
し
わ
が
で

き
た
り
、
白
髪
が
増
え
た

り
少
し
ず
つ
変
化
し
ま
す
。

入
れ
歯
も
同
様
に
作
っ
た

当
初
は
歯
茎
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い

て
も
、
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
入
れ
歯

と
歯
茎
と
の
間
に
隙
間
が
で
き
、
入

れ
歯
の
裏
側
に
食
べ
物
が
詰
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
放
置

し
て
お
く
と
、
総
入
れ
歯
で
は
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
入
れ
歯
が
離
れ
や

す
く
な
り
、
部
分
入
れ
歯
で
は
入
れ

歯
の
バ
ネ
が
掛
か
っ
て
い
る
歯
を
抜

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
入
れ
歯
の
格
好
や
噛
み
心
地
は
よ

く
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
て
も
少

し
緩
く
離
れ
易
く
な
っ
て
き
た
と
感

じ
た
ら
歯
科
医
院
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
こ
ん
な
場
合
は
入
れ
歯
を
新
し

表
紙
へ
牧
水
○
・
一
7
3
、
の
解
説

く
作
る
の
で
は
な
く
、
入
れ
歯
と
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

茎
の
間
に
で
き
た
隙
間
を
な
く
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

ぴ
っ
た
り
あ
ご
に
あ
っ
た
入
れ
歯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

改
良
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
こ
の
方
法
を
床
裏
装
法
も
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞

リ
ベ
ー
ス
法
と
い
い
、
今
ま
で
使
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

親
し
ん
で
き
た
入
れ
歯
を
改
良
す
ゑ

の
で
す
か
ら
慣
れ
が
早
く
、
次
に
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

し
い
入
れ
歯
を
作
る
よ
り
短
い
通
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

回
数
（
一
～
二
回
）
で
仕
上
げ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨

　
ま
た
、
入
れ
歯
を
使
っ
て
い
る
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

宅
寝
た
き
り
老
人
に
も
通
院
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

と
な
く
入
れ
歯
を
改
善
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撮

で
き
、
と
て
も
有
効
な
方
法
で
す
。

　
表
紙
の
う
た
「
み
じ
か
夜
の
い
つ

　
　
ふ

し
か
更
け
て
此
処
ひ
と
つ
あ
け
た
る

窓
に
風
の
寄
る
な
り
」
．
．
今
月
は
夏
の

歌
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
こ
の
歌
は

大
正
八
年
（
一
九
一
九
・
三
十
四
歳
）

の
作
で
第
十
三
歌
集
『
く
ろ
土
』
に

収
め
て
あ
り
ま
す
。

　
語
句
も
平
易
で
誰
に
も
わ
か
る
歌

て
す
が
、
そ
の
情
景
を
味
わ
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
「
み
じ
か
夜
」
で
す
か
ら

六
月
か
七
月
頃
の
あ
る
夜
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
夜
も
い
つ
し
か
更
け
て
、

家
族
は
す
で
に
他
の
部
屋
で
寝
し
ず

ま
っ
て
い
る
ら
し
く
、
あ
た
り
は
物

音
ひ
と
つ
せ
ず
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な

夜
で
す
、
牧
水
は
書
き
も
の
を
し
て

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
白

い
る
の
で
し
ょ
う
か
机
に
向
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
．
．
そ
の
時
、
ふ
と

は
ど
ヒ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ロ
　
の
つ

肌
身
に
風
を
感
じ
ま
し
た
。
心
地
よ

い
風
で
す
。
仕
事
の
手
を
休
め
て
目

を
上
げ
る
と
、
ひ
と
つ
だ
け
あ
け
て

お
い
た
窓
か
ら
涼
し
い
風
が
入
っ
て

き
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
歌
と
並

ん
で
次
の
歌
も
あ
り
ま
す
。

　
夜
為
事
の
あ
と
の
机
に
置
き
て

　
酌
ぐ
ウ
イ
ス
キ
イ
の
杯
に
蚊
を

　
入
る
る
な
か
れ

　
み
な
さ
ん
、
「
お
や
」
と
思
わ
れ
た

で
し
ょ
う
。
酒
で
な
く
ウ
イ
ス
キ
イ

を
飲
ん
で
い
ま
す
．
、
そ
し
て
「
杯
に

バ

躍「

蚊
を
入
る
る
な
か
れ
L
は
苦
笑
を
さ

そ
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
歌
も
見
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ン
を
は
や
置
き
ぬ
べ
し

か
な
か
な

　
蝸
の
鳴
き
い
で
て
い
ま
暁
と
い

　
ふ
に

　
こ
れ
ら
の
↓
連
の
歌
か
ら
夜
を
徹

し
て
の
仕
事
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
の
頃
、
牧
水
は
東
京
市

外
巣
鴨
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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平
成
七
年
庫
「
ジ
∴
零
・
一

国
民
健
康
保
陰
税
率
決
ま
る
・

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
平
成

七
年
度
の
保
険
税
率
が
次
の
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し

た
場
合
、
全
体
で
お
よ
そ
一
人
当
り

税
額
は
、
五
万
一
干
七
百
円
、
一
世

帯
当
り
の
税
額
は
、
十
一
万
九
千
六

百
円
と
な
り
ま
す
．
．

　
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
の
平
成
六

年
度
の
一
人
当
り
医
療
費
は
、
お
よ

そ
三
十
万
円
で
、
平
成
五
年
度
と
比

べ
三
万
二
全
円
、
卜
二
％
も
伸
び
ま

％
円

33．80

22，500

資産割

平均割
％
円

　　5．70

22，300

所得割

均等割

し
た
。

　
内
容
で
み
ま
す
と
】
般
被
保
険
者

で
は
、
約
十
九
万
九
千
円
（
対
前
年

比
九
・
六
％
増
）
、
退
職
被
保
険
者
は

約
二
十
瓦
万
二
千
円
（
同
長
二
・
一

％
減
）
、
老
人
分
は
、
約
蓮
華
七
万
八

千
円
（
同
十
三
二
へ
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
一
．
こ
の
内
一
般
被
保
険
者
と

退
職
被
保
険
者
家
族
入
院
外
に
つ
い

て
は
七
割
を
、
退
職
被
保
険
者
及
び

同
家
族
入
院
に
つ
い
て
は
八
割
を
、

老
人
分
に
つ
い
て
は
老
人
拠
出
金
で
、

本
町
の
国
保
会
計
よ
り
支
払
い
を
し

税　　　率
区　分 説　　　　　明

7年度 6年度

蹄の内切諸の所得∴，7、，　　　　　　　　　　　　1

5．78

①所得割
に応じて計算される

I　loo

@　　　！

loo

　　　1
R3．80 34．80

②資産割
世帯の内’加入者の固定資

Y税額に応㌧て計算される

：
　
1
0
0
セ

100

③均等割
世帯の加入者数に応じて

v算される

22．300円 22．300円

④平等割

　‘
齔｢帯いくらと計算され

驕@・

22．500円 23．500円

工十2†3イ忽＝1年間の保険税
ただし、合計金額が52万円をこえるときは52／ゴ円になります

　　　　　※保険税の納期は10期です，

一人当たりの医療費の推移（東郷町国保）

て
い
ま
す
。

　
病
状
の
回
復
が
思
わ
し
く
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
他
の
病
院
へ

移
る
人
が
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
同

じ
病
気
で
二
つ
も
三
つ
も
の
病
院
に

か
か
る
人
が
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ハ
シ
ゴ
受
診
は
、
医

療
費
の
ム
ダ
使
い
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
お
医
者
さ
ん
を
変
え

る
ご
と
に
、
同
じ
よ
う
な
診
療
や
投

薬
な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
た
び
に
医
療
費
を
多
く
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
で
決
め
た
お
医
者
さ
ん
を
信

頼
し
、
む
や
み
に
お
医
者
さ
ん
を
変

え
な
い
こ
と
が
、
よ
い
医
療
へ
の
近

道
で
す
．

．
〃

叡
　
　
F
訊
　
　
執
　
　
ぷ
　
　
欧
　
　
h
　
　
一

年度H6H5H4

二
存
知
で
す
カ
？

児
童
扶
養
手
当

と

し
、
ツ

7　’
’●ρ、

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
親
の
い
な
い
家
庭
、
ま
た
は
父

親
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家

庭
の
児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

十
八
歳
未
満
の
者
、
又
は
二
十
歳
未

満
の
者
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
で

す
．
．

o
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と
別

れ
て
生
活
し
て
い
る
。

o
父
が
死
亡
．

O
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
。

〇
一
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
が
法
律

に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
、
．

o
父
が
生
死
不
明
。

〇
一
年
以
上
、
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て

い
る
。

O
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
で
、
父
の
認
知
を
受
け
て
い
な
い
．
．

o
す
て
子
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐

胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
。

※
受
給
資
格
に
該
当
し
て
か
ら
、
五

’

年
が
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
、
一

　
現
況
届

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
八
月
十
一
日
か
ら
九
月
八
日

の
間
に
現
況
届
を
役
場
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
又
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
状
況
届

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
．
八
月
十
一
日
か
ら
九
月

八
日
の
間
に
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．
．

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111ωまで〉
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一、

ﾄ
査
請
求

　
平
成
七
年
五
月
八
日
、
東
郷
町
大

字
坪
谷
二
）
⊂
一
二
番
地
富
山
惣
三
郎

氏
か
ら
「
自
家
用
車
で
通
勤
し
て
い

る
役
場
職
貝
の
通
勤
手
当
が
東
郷
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
違
反

し
て
違
法
に
支
払
わ
れ
て
い
る
．
平

成
六
年
症
月
か
ら
平
成
七
年
三
月
ま

で
に
違
法
に
支
払
わ
れ
た
金
額
を
町

長
に
返
還
を
求
め
る
」
監
査
請
求
が

出
さ
れ
た
．

二
、
監
査

　
監
査
委
員
は
、
請
求
に
基
づ
き
平

成
七
年
五
月
九
日
か
ら
六
月
十
三
日

ま
で
事
実
関
係
を
監
査
し
た
．
、

三
、
監
査
結
果

　
監
査
委
貝
は
八
口
議
に
よ
り
次
の
と

お
り
決
定
し
た
．

↓
　
事
実
関
係
の
確
認

　
こ
の
こ
と
は
、
平
成
七
年
三
月
例

月
出
納
検
査
に
お
い
て
、
そ
の
違
法

性
を
認
め
、
町
長
に
対
し
是
正
を
勧

告
し
た
も
の
で
あ
る
．
そ
の
後
、
町

長
は
平
成
七
年
四
月
一
日
付
を
も
っ

て
、
東
郷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
第
十
一
条
に
基
づ
い
て
条
例
ど

お
り
是
正
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
不
当
な
支
出
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
頃
か

ら
自
治
労
の
統
一
要
求
の
一
つ
と
し

て
出
さ
れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て

も
数
年
に
わ
た
っ
て
交
渉
が
重
ね
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
　
即
ち
、
基

本
賃
金
の
引
き
上
げ
、
諸
手
当
の
改

善
、
労
働
諸
条
件
の
改
善
等
の
要
求

の
「
つ
で
あ
る
．

　
当
時
は
不
安
定
な
社
会
経
済
情
勢

の
下
で
自
治
体
職
員
の
待
遇
に
も
自

治
体
問
格
差
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も

否
定
で
き
ず
、
通
勤
手
当
一
つ
に
お

い
て
も
完
全
に
制
度
化
さ
れ
て
い
な

く
、
町
村
問
で
ま
ち
ま
ち
の
状
況
で

あ
っ
た
、

　
そ
の
上
、
公
共
交
通
機
関
の
少
な

い
本
町
に
あ
っ
て
は
、
通
勤
手
段
と

し
て
の
自
家
用
車
等
は
不
可
欠
で
あ

り
又
、
職
務
を
遂
行
す
る
上
か
ら
も

公
用
車
が
少
な
く
、
か
な
り
な
範
囲

で
自
家
用
車
が
使
わ
れ
て
お
り
、
相

当
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
か

か
る
状
況
か
ら
通
勤
手
当
の
改
善
に

つ
い
て
は
労
使
間
に
お
い
て
誠
意
を

も
っ
て
真
剣
に
し
か
も
長
期
に
わ
た

っ
て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
模
様
で

あ
る
．
．
公
文
書
の
保
存
年
限
が
経
過

し
て
い
て
、
関
係
書
類
が
廃
棄
処
分

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
定
か
な
こ

と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
昭
和
五
十

年
頃
か
ら
ニ
キ
五
二
ー
ト
ル
以
上
の

自
動
車
等
の
通
勤
者
に
対
す
る
通
勤

手
当
を
交
通
機
関
等
利
用
者
並
み
に

支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
．
．
当
時
、
条
例
を
改
正
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

労
使
間
の
約
束
ご
と
と
し
て
運
用
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
．
．　

し
か
し
な
が
ら
、
本
請
求
入
の
請

求
書
の
と
お
り
次
の
こ
と
が
不
当
支

出
と
判
明
し
た
。

⇔
　
平
成
六
年
五
月
か
ら
平
成
七
年

三
月
ま
で
に
支
給
さ
れ
た
通
勤
手
当

の
支
給
金
額
は
千
八
百
三
十
八
万
五

百
五
十
二
円
で
該
当
す
る
職
員
総
数

九
十
五
名
で
あ
る
。

O
　
条
例
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
べ
き

正
規
の
金
額
は
五
百
六
十
八
万
六
千

三
百
四
十
七
円
で
あ
る
。

陣
　
差
引
不
当
支
出
金
総
額
は
千
二

百
六
十
九
万
四
千
二
百
五
円
と
な
り
、

請
求
人
の
措
置
要
求
書
別
紙
事
実
証

明
書
の
「
約
千
二
百
万
円
」
は
正
確

に
は
千
二
百
六
十
九
万
四
千
二
百
五

円
で
あ
る

ω
　
監
査
委
員
の
判
断

　
以
上
の
事
実
関
係
を
確
認
し
、
本

件
請
求
に
つ
い
て
は
正
当
な
も
の
と

判
断
し
た
．

四
、
監
査
委
員
の
措
置
勧
告

　
監
査
委
員
は
町
長
に
対
し
、
次
の

と
お
り
措
置
す
る
よ
う
勧
告
し
た
．

「
町
長
は
請
求
人
の
請
求
ど
お
り
平

成
六
年
五
月
か
ら
艶
麗
七
年
三
月
ま

で
に
違
法
に
支
出
し
た
下
二
百
六
卜

九
万
四
千
二
百
五
円
を
、
平
成
七
年

七
月
五
日
ま
で
に
全
額
町
に
返
還
す

る
よ
う
勧
告
す
る
一

五
、
町
長
の
と
っ
た
措
置

　
町
長
は
監
査
委
員
の
勧
告
ど
お
り

モ
ニ
百
六
卜
九
万
四
干
隈
白
五
円
を

平
成
七
年
七
月
五
日
に
町
に
返
還
し

た
．

町
長
は
さ
ら
に
自
ら
を
懲
戒
処
分

　
町
長
は
不
当
に
支
出
さ
れ
た
通
勤

手
当
を
全
額
返
還
し
た
上
に
、
さ
ら

に
行
政
の
責
任
者
と
し
て
自
ら
を
減

給
ト
ハ
ー
セ
ン
ト
三
ケ
月
、
助
役
を

減
給
五
パ
ー
セ
ン
ト
】
ケ
月
と
い
う

懲
戒
処
分
を
行
っ
た
．

　　1町

の
1談長

話

　
「
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
の
引
き
継

が
れ
た
慣
例
と
し
て
通
勤
手
当
を
不

適
正
に
支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
条

例
に
違
反
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で

あ
り
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
と

町
民
の
皆
様
に
深
く
お
わ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
時
の
町
長
と
し
て
政
治

的
、
道
義
的
責
任
を
と
り
全
額
返
還

を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
の

責
任
者
と
し
て
自
ら
を
懲
戒
処
分
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
か
か
る
こ
と

の
な
い
よ
う
信
頼
回
復
に
つ
と
め
、

職
員
と
一
体
と
な
っ
て
行
政
の
推
進

に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　り塑ξ雫短塑
　　　　　　　お知らせ
く　〈イン7オメーーション〉》》

屡
麟
新

　
母
子
家
庭
医
療
費
の
助
成
を
受
け

て
い
る
方
は
、
7
月
3
1
日
で
資
格
者

証
の
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
更
新
の
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
早
目
に
手
続
き
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
、

　
8
月
6
日
（
第
1
日
曜
日
）

　
　
　
1
3
日
中
第
2
日
曜
日
）

　
　
　
2
0
日
（
第
3
日
曜
日
）

※
古
紙
回
収
は
、
例
月
ど
お
り
第
3

日
曜
日
の
み
で
す
、
．

ぶ
る
さ
と
就
職
説
明
会

羽
坂
不
燃
物
処
理
場

　
　
　
　
　
の
　
解
放

　
お
盆
を
前
に
、
羽
坂
不
燃
物
処
理

場
を
次
の
と
お
り
臨
時
開
放
し
ま
す
、

　
ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
U
タ
ー
ン
希
望
の
方

や
、
来
春
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を

卒
業
さ
れ
る
方
、
そ
の
ご
家
族
を
対

象
に
就
職
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
8
日
（
金
）

　
　
　
　
1
2
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向
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…
　
町
職
員
採
用
試
験
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
平
成
七
年
度
東
郷
町
職
員
採
用
試
　
　
二
次
試
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

…
験
を
次
の
ン
・
お
り
実
施
し
ま
す
．
　
・
日
時
m
月
下
旬
2
次
試
讐
、
…

…
▽
採
用
試
験
の
種
類
・
採
用
予
定
人
員
　
　
　
格
者
に
対
し
て
行
う
）
　
　
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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】
般
事
務
若
干
名

　
土
木
　
　
　
－
名

▽
受
験
資
格

　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

　
年
齢
は
、
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

▽
試
験
の
日
時
・
場
所
及
び
合
格
発
表

　
］
次
試
験

●
日
時
　
9
月
1
7
日
　
　
8
時
受
付

●
場
所
　
門
川
農
業
高
等
学
校

●
合
格
発
表
　
1
0
月
上
旬

●
場
所
　
東
郷
町
役
場

●
合
格
発
表
　
1
1
月
中
旬

▽
試
験
の
方
法

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験

一
般
事
務
　
教
養
試
験
・
作
文
試
験
…

土
　
木
教
養
試
験
・
専
門
試
験
…

▽
受
験
手
続

●
申
込
用
紙
交
付
場
所
及
び
提
出
先
　
…

　
東
郷
町
役
場
　
総
務
課

▽
受
付
期
間

　
7
月
3
1
日
（
月
）
か
ら
8
月
1
8
日

　
（
金
）
ま
で

r
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
旨

▽
照
会
先
　
日
向
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
含
（
5
2
）
5
1
3
1

短
歌
募
集

　
牧
水
生
誕
百
十
周
年
記
念
の
第
四

十
五
回
牧
水
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
短
歌
募
集
は
、
第
九
回

全
国
健
康
福
祉
済
み
や
ざ
き
短
歌
大

会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
も
行

わ
れ
ま
す
。

▽
投
稿
規
程

　
県
内
在
住
者
で
、
「
官
製
は
が
き
」

に
未
発
表
作
品
】
人
二
首
以
内
を
楷

書
で
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大
会
当

日
の
出
欠
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　
8
月
1
0
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
募
集
の
種
類

◎
長
寿
の
部
7
0
歳
以
上

②
一
般
の
部
右
記
以
外
の
社
会
人

③
高
校
・
大
学
生
の
部

④
小
学
・
中
学
生
の
部

▽
送
付
先

〒
8
8
3
1
0
1

東
臼
杵
郡
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
；
．
詣

　
　
　
　
　
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

原
子
爆
弾

　
　
被
爆
者
が
ん
検
診

　
県
で
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
及
び

健
康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
み

な
さ
ん
を
対
象
と
し
た
平
成
七
年
度

が
ん
検
診
を
、
7
月
1
日
目
ら
1
2
月

31

坙
ﾚ
で
の
期
間
中
、
県
内
の
五
ケ

所
の
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

　
実
施
す
る
医
療
機
関
は
、
宮
崎
・

延
岡
・
日
南
の
各
県
立
病
院
と
国
立

都
城
病
院
、
小
林
市
立
市
民
病
院
で
、

受
診
料
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
検
診
日
は
各
医
療
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
お
近
く
の
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
6
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
8
月
1
6
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

国町
※民

1馨重

三険　　　三
三税税税
　

圭四二
’期期

箸
鴛a

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
7
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
三
瀬
の
松
本
七
三
さ
ん
か
ら

（
鶴
江
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
那
須
綱
義
さ
ん
か
ら

（
清
太
郎
さ
ん
・
9
3
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
サ
チ
ヨ
さ
ん
か
ら

（
敏
夫
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
稲
田
民
子
さ
ん
か
ら

（
虎
次
郎
さ
ん
・
6
5
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
水
野
和
男
さ
ん
か
ら

（
進
さ
ん
・
9
4
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
久
雄
さ
ん
か
ら

（
セ
イ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
寺
原
初
代
さ
ん
か
ら

（
認
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

出

一

．
＝

●

（
六
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

斧 赤
ち

や

ん
俊 の

氏
吾 名

伸 経
春 誉

鶴 住
野
内 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

小
林
シ
モ
ヱ

直
野
シ
ゲ

木
村
邦
明

寺
原
認

寺
原
セ
イ

那
須
清
太
郎

矢
野
敏
夫

氏
名

84

ﾎ

88

ﾎ

65

ﾎ

67

ﾎ

82

ﾎ

93

ﾎ

80

ﾎ
年
齢

福
瀬

福
瀬

羽
坂

坪
谷

羽
坂

坪
谷

坪
谷

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉


	河川の水質保全－今年度から農業集落排水事業に着手 
	新収入役に黒木一希氏

	町職員人事異動
	男女とも寺迫がＶ３－公民館対抗バレーボール大会

	操法大会は第８部（鶴野内）がＶ３

	宜野湾市にも「幾山河…」
	錦鯉1，000匹放流－坪谷川河川プール開き

	わがふるさと東郷町－奈須シメ子さん

	ちびっこギャラリー　東郷幼稚園

	街の話題－地域環境保全功労者表彰－草花愛好会

	乳がん検診－「自己検診」で早期発見を！

